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【東京定例集会】       (無 料 )一    【名古屋定例集会】
毎月第 4金曜日 18時 30分～20時 00分・ HAJ
東京事務所。毎月第 1金曜日は、自由集会です。

ヒマラヤに関する個人的な相談、ご友人との打合

せなどにHAJ東京事務所をご利用下さい。なお、
毎週金、土の13時～20時まで事務所はご利用でき

ます。

11月26日  アッサム、 ビルマ、グージリンの話
12月 3日 (第 4金曜日、24日 は休み )

ネパールヘの旅、トレッキングのガイド

HAJの「ネパールヘの旅」 (600円 )の本持参のこと
52年 1月 28日  アフガニスタンの山 (ワ ハン隊速報 )
2月 25日  中央アジアの山々
3月 25日  インド●ヒマラヤ情報

【北海道定例集会】一一一一―お茶代・実費 一
毎月第 1月 曜日 18時頃から、札幌市北 1西 4

棟向 喫茶「ねむの本」の 3階特別室でおこない
ます。奇数月定例。偶数月自由集会

問合せ先 大崎正信理事

「 ヒマラヤ」用原稿募集
ヒマラヤに関するものなら何でも結構です。

1ページは4∞ 字詰約 4枚です。ヒマラヤ紀

行を特に歓迎します。原稿は 〒 468名 古屋
市天白区一つ山 1丁 目44-7 HAJ名 古屋事
務所「 ヒマラヤ」編集委員会へ。特別なもの

を除いては原稿料は差し上げられませんがで

き上った「 ヒマラヤ」を若千部進呈します。

HAJヒ マラヤ集会

ヒ マ ラ ヤ  ll月 号 目 次

(無料 )一
毎月第二金曜日 18時 30分～20時00分 エア 0イ

ンディア、名駅前ホテルニューナゴヤ 747号 (7階 )

11月 12日  アッサム、ビルマ、ダージリンの話
12月 10日  ネパールヘの旅のアドバィス
HAJの「ネパールヘの旅」 (600円 )の本持参
のこと。

52年 1月 21日 (第 3金曜日、14日 を変更 )

アフガニスタンの山 (ワ ハン隊速報 )

2月 18日 (第 3金曜日、14日 を変更)中央アジア

3月 ll日  インド・ ヒマラヤ速報

一 入会のおすすめ

ヒマラヤやシルクロー ドに関心をお持ちの方々

のご入会をお待ちしてお ります。登山のみでなく

ヒマラヤをめぐるあらゆることを対象にします。

問合せ先〒 468名 古屋市天自区一つ山 1-44-7

日本ヒマラヤ協会名古屋事務所

<会費納入の方法>
入会金 2,500円   会 費 4,000円 (年額 )
郵便振替 名古屋 21645番「日本ヒマラヤ協

会」 振込用紙はどこの郵便局に
もあります。送金料も安くて便利

です。

銀行振込 東海銀行鳴子支店 185-338番
「日本ヒマラヤ協会」普通日座

現金書留でもよろしいですが、できるだけ振替

をご利用下さい。現金、現金書留の場合のみ領収

書を発行します。

*HAJを 考える (そ の 4)・ …………………
*研究会だより……………………………… …̈…

*H&S Planの ページ (そ の 4、 その 5)
*最
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・
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≪ HAJを 考える
一
その4>

会員になった歴史だけはもう古いグループの中

に入ってしまったが、何しろ70才に手の届くよう

な戸籍の上では老人組だから、ガムシャラにヒマ

ラヤを歩き、研究もしようという体力も精力も若

い人に及ばないのはまた、理の当然と言えるかも

知れない。従って、理事にはもっと意欲的に活動

している現役の人が一当良いのではないかと、今

でも思っている。といって形だけは理事を引き受

けてしまったのだから、私の残された人生街道の

一駒にささやかでもヒマラヤの花を咲かしてみた

いと考えている。

さて、専務理事から
てヒマラヤ協会を考える "

というテーマで何か書けという重荷を背負はされ

てしまつたので、それではとベンを執ったものの、

何を書いてよいのか分らないのが本心。

そこで、書棚から「ヒマラヤ通信」 (第 1号 1968

04)・………現在の「 ヒマラャ」の前身 )を とり

出して頁を橋いてみた。勿論、 トップには柴田会
長の「協会の意図するもの」という標題で、ヒマ

ラヤの旅の楽しさ、登山、学術、芸術などの調査

研究を進めると同時にヒマラヤの国々と日本との

友好親善の掛橋となることが大きな目的であつて、

そのためのお役に立ちたいとHAJの 設立趣旨を
述べられている。この設立趣旨はヒマラヤ通信第

1号から今日のヒマラヤに発展した 8年間少しも

変ることなく脈絡と持続されてきたと私は考えて

いる。

会員数も当初の名簿を見ると昭和42年 2月 現在

で 253名 だつたのが現在は 1,000名 を超す大きな

協会に発展したのは御同慶の至りと喜んでいるも

のの、「 ヒマラヤ」が月刊誌となり、また、研究

成果や記録案内等が発行され、エキスペティショ

ンも何回か企画実行されてきた現況に考えをおよ

ぼ しても、ただ、それだけで手放しで喜んでおら

れないのではないだろうか。

10年 前と比べると、ヒマラヤは誰の手の中にも

はいるようになったのだし、海外旅行がいとも簡

単にできる今日、もっと沢山の人が ヒマラヤの本

当の姿、良さを見通してもよいのではないか。何

ヒマラヤヘの最短距離

も 8,000れ峰に登るばかりがヒマラヤではないの

は当りまえで、まだまだ淳朴な余 り都会ずれのし

ていないヒマラヤ地域の人々と語り合い、また、

我が日本からは失われてしまった大古の自然に触

れてくるのもヒマラヤを愛する我々の目的の一つ

と考えてもよいのではないだろうか。

ヒマラヤ地域も、年一年文明文化の悪い波に洗

われてきそうで憂慮に耐えない。 ヒマラヤの現地

住民の生活を昔の儘にしておくというのではなく、

彼らの生活の向上には我々も大いに役立ちたいも

のである。一当心配なのは彼らの心をスポイルし、

残された自然を汚損破壊していく心ない者がヒマ

ラヤ地域に足を踏み入れることである。

HAJの 会員に対してはこんな心配は無論必要
ないが、素晴らしい世界のヒマラヤを後世に引き

継いで行く積極性だけは持っていたいと思ってい

る。

それにしてもこの10年、何と沢山のヒマラヤ関

係の書物が生れてきたことだろうか。また、エキ

スペディション、 トレッキング、観光でヒマラヤ
地域に足を踏み入れた人々の数は物湊いほどであ

る。lo年間ヒマラヤ熱は昇るばかりだったが、ま

だなお上昇して行くに違いない。その上昇率から

考えるとHAJの会員数はどういう訳か伸び率が
悪いように思える。 H AJの会員になることがヒ
マラヤの知識を深める最短距離であると思えるの

で、会員ではあるがまだヒマラヤに行っていない

人を含めて、ヒマラヤに対して関心を持っている

人はどしどしHAJの 会員となって、協会を大い
に利用することをおすすめしたい。

幸いなことに、会員にはヒマラヤの経験者が全

国に散らばっているので、会員相互の組帯となっ

て何等かの至便が得られるのではないだろうか。

(小林英見 関東地区理事 )

「 ヒマラヤ」 38号 (カ シミール特集 )、 42号 (

50年 5月 )、 の保存用がなくて困っています。ご

寄附いただける方はHAJ名 古屋へ送って下さい。
ご協力をお願いします。
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≪ H&S P lanの ペ ージ
コムニズム峰登山隊員 0′

HAJで は創立15周年記念行事として「 シルク
ロー ド&ヒ マラヤ」計画に取 り組んでいる。これ

は 1977年 から 1981年 の 5年間にわたり、 ヒマ

ラヤ登山ゃ車によるシルクロー ドー周を行 う予定

である。この計画の最初に中央アジアの秘境パミ

ール高原で 1980年 まで開催されるソ連山岳連盟

主催の国際登山大会に来年参加 し、 コムニズム

峰などの登山を行なう予定である。

今年開催された国際登山大会は14カ 国、男女含

めて約 200名 が参加 した。 BoCは パ ミール山中
の高地 (約 4,0004)に 設営される。ここはエー

デルワイスやサクラ草が咲きみだれた美 しいとこ

ろである。開会式には民族音楽やおどりが披露さ

れる。

′` ミール高原は中国国境に近いところなので一般

には入域困難な場所であるので、HAJで はこの
機会に登山隊員はもちろんであるが、登山をしな

いが中央アジアに興味のある方を含め、参加者を

募集 します。詳細な日程等については追 って「 ヒ

マラヤ」誌上または参加希望者にお知 らせします

が、概略は次のとお りです。
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ヽ ―ル高原ツアー参加者募集
(その4)

1.期間  1977年 7月 下旬～ 8月 中旬。
2.費 用 約80万円 (旅費・滞在費一切 )。
3.人数 10名 (男 。女 )
4.〆切 11月 末日。
出発前に低圧室で高処に対するトレーニングをお

こないます。また、第 1回の打合せ会を11月 6～

7日の愛知県蒲郡市でのH・ K会議に合せて行ないます。

参加希望者は、下記に申込んで下さい。

〒 487 春日井市自山町 藤山台団地 327-209
増 田 秀 穂

東部ヒマラヤ研究会 藤井 毅

イン ド・ アルナ チ ャル

(旧 NEF▲ )オーープ ンか
いささか楽観的すぎる見方ですが、今年中に

もアルナチャル が解禁される可能性が出てきま

した。60～ 70%分の確実性があります。

インドの週刊誌「 LINK」 の51年 5月 30日
によると、同号はインド観光の特集号で したが、

アル ナチャル が専任のツーリズムオフィスを開

設 して、観光客向にアピールするとい うことです

今までになかったことです。

すでにツーリス トロッヂなどの開設 も進んでい

るようです。記事が出たのが 5月 ですので、

は進展 しているかもしれません。

一応アルナチ ャル 観光局に問い合わせの手紙

を出していますが、一部のガイドブックではアル

ナチ ャルが特別 な手続もなしに入れるような記

述もみられますので、解禁の可能性大とい ったと

ころなのです。

余談となりますが、 Himalayan Journalの 1

年 号 に Patricia Coxと い う人が NEFAに 入 っ

ときの記録がのっていますが、要するに全く入れ

ない土地でもなかったようです。

こういった可能性がでてくると、たのしくてし

ょうがありません。「 LINK」 は右派共産党系 (

ソ連支持 )の雑誌で、現ガンジー政権支持の立場

をとっています。
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≪ H&S Pl劉 1の ページ ≫ (その5)

ネパールヮイン ドヘの登山隊の計画

① カンチェンジュンガ登山計画 (1978～ 1981年 )
Expe dition研 究会は 1981年 に新 しいル
ートによるカンチェンジュンガ登頂を計画 し、

準備に入 っている。 この計画に参画 したい方は

できるだけ早い時期にExpedltion研究会員に
なり、おそくとも 1978年 3月 頃までに、この

隊への参加意志を表明した方を予備登録隊員と

して認める。正式隊員は予備登録隊員のうちか

ら追 って決定する予定です。

なお、 1981年の本隊に先立 ってプレ・ カン
チ計画を企画 し、カラコルム (ラ カポシ、バツ

ーラ 1、 ディスティギルサール、ナンガパルバ

ット、 プマ リキッシュ )、 ネパール (チ ョオユ
ー、アンナプルナ 1北面 )の うちのいずれかに

遠征する。

1981年の本隊に参加希望する方は、このカ
ンチ 。ブレ計画に参加することが望ましいが義

務ではない。 しかし、これと同等以上の登山を

1980年までにおこない、それに加えて、カン

チ計画に積極的に参加することが望ましい。

カンチ委員会 (仮称 )事務局

くメンバー> 先発隊、本隊と2隊に分け、そ
れぞれが、独自の目的を持ちながら、しかも、有

機的にからみ合う
tt組
合せの妙 "を充分に生か

す。

先発隊は学術調査、登山の事前準備をおこな

う。本隊は登山に集中する。スピーディな事務

処母 と、この山群を訪れたいという熱意のある

者のうちから、先発隊、後発隊それぞれ 4名 を

決定する。特に登山を主とする本隊のメンバー

はいずれもが登頂者となり得る能力の者より選

ぶ。

2つのパーティを組合せることにより、現地
での出発前の準備は最小限にできるであろう。

また、EAJ H&S Planの キャラバン隊も
全面的なサポートをすることになる。

<計画の日程 > 1978年 2月 末日

隊員希望者予備受付

5月 初旬

隊員希望者正式受付

1979年 7月 10日 先発隊出発 、(キャラミン隊合流 )
8月 10日  ″ 帰国

′
約 1カ 月

:1::本 ″
隊

膚奮
)約 1カ 月

(注 この登山期間は変更になることがある )

く費 用> 1人 約80万円、全額個人負担とす
る。なお、サセル・ カンリの登山が不許可の場

合は、ヌンおよびその周辺の山群の未踏 6ρ 00

れ級登山に変更する。メンは北稜および西稜よ

りの同時登頂を目指すことになろう。

事務局 〒 164 東京都中野区中央 3丁 目

HAJ東京事務所内  鈴木康志

ハルディオル登山計画 (1978年 )

ExpeditiOn研究会は 1978年にハルディオ
ルの初登頂を目指して準備に入っている。これ

は、力/チ計画、サセルカンリ計画と並列して

おこなうものであるが、各計画は独立して進め

られる。

Ⅲ■.

② サセル・ カンリⅡ峰登山計画 (1979年 )
<プ ロローグ> カラコルムの東部、インドの
北辺の未踏峰、サセル 0カ ンリI峰登山の計画

は 1974年、HAJヌ ン・ クン山群踏査隊の事
前研究から始まっている。 1974年の踏査隊、
1975年の本隊、 1976年 のサセル・ カンリ調
査隊とHAJの多くの会員がこのインド北辺の
山々に目をむけ、訪れている。これらの隊はそ

れぞれに独自の目的をもち、成果をあげている。

サセリ・ カンリI峰登山はこれらの隊の活動

を基盤としてできあがったのである。

キャラバンはカシミール州、ラダックの主都
レーから始まる。ラマ教のコンパ (お寺 )を あ

とに砂漠の中の氷雪の山へむかう。

3
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最近のカンジロバヘの隊概要

く 1971>大阪府岳連隊

シェ ルパ :ア ヌ、 コ ック :パ サ ン

8月 22日伊丹発、23日 カトマンズ着。

9月 4日 雨のポカラ出発。ポーター35名。ポカラ

……ベニ……グルバン……ジャルジャラ峠…… ド

ルパタン……ファグネ峠…・・・グスタン・ コーラを

横切り……ベルマーシン・ コーラ・̈ …バニダール

峠……ジャングラ峠……・ドゥナイースリガド川…

・・・リンモ……ボクスンド・ コーラ、 9月 28日着。

9月 30日 、ベリカプワのカルカにBeC(3,975

“
)10月 4日 、湖を越えたところの広い川原にCl

(4,602れ )。 10月 12日 南氷河に入り、途中から

岸稜を越えて 5,120れ に C2を 建設した。15日 ～18

日はひどい降雪があった。

10月 23日 に北氷河の端に 5,55()れ の C3を建設し

た。10月 25日 にC3か ら2名 が南の願 いに6,556

れのピークヘ登頂した。 Tshokarpkhangと 名命し

た。

11月 5日 に B・ Cを撤収し、18日、チョーダビ

シ・ コーラ経由でジュムラヘ出、11月 20日 に空路

カトマンズヘ帰着した。

<参考文献>「岳人」 297号

く 1972>東京山旅倶楽部  (西野広0、 桑畑茂、

広田豊数、他 1、 シェルバ 1)
パトラシ・ ヒマールの最高峰、カンデ・ ヒウン

チュリ(6,627“ )に 10月 18日 桑畑、広田両隊員

が登頂した。

9月 30日 にチョー ドビシ・ コーラ源頭に B・ C

をおき、ルー トは神戸高大隊のものとほぼ同じで、

第 4キ ャンプまで作った。

この登山のあと、隊を2分 し、一隊はポクスン

ド湖を往復 し、別の一隊は北側のラングー・ コー

ラからトルポヘむけて歩いた。

く参考文献>「岩と雪」 30号  484 「ネパー
ル・ ヒマラヤ 1972年」の記事の中に抄録。

<1973>日 本ヒマラヤ協会隊
帰国報告書ならびに「岩と雪」33号 4&9に「カ

ン・ ジェラルワ初登頂、カンジロバ・ ヒマールの

未踏査地域」 として報告しているので省略。1976

年10月 10日 、公式報告書を発行した。

く 1973>北里大学隊 (河村栄二0、 他 5名 )
9月 29日 、フォクスンド湖の上部に B・ Cを建

設 (4,395m)。 ツォ・ カルポ・ カンの南にある

氷河からコルを越え、10月 25日 にC3(5,600m)

を建設し、29日 に北峰 (5,915m)に登頂。次い

で30日 に C4(5,815れ )か ら守山栄賢、武市守弘

とサーダーのアヌーが北峰を越し、主峰 (6,227

m)に初登頂した。 Sherku Dho lmaと 名命しブL
ll月 10日 、 BeCを撤収し、2隊に分れ、ノル

ブ・ カン周辺、バガ峠、カンタイガ付近を踏査し

マソドアに着いた。 11月 23日 、マンドを出発し、

カトマンズに帰った。

<参考文献>「岩と雪」36号 494 「 ヒマラヤ/
ヒンズークシュ 1973年」の中に抄録。「カ

ンジロバ 0ヒ マール登山報告書第 1部、北里大

学 ヒマラヤ登山隊 1973年」同隊発行 1975年

<1974>山 形大学しマラヤ遠征赫 (亀井英二〇

伊藤捷生、亀井重郎、桜田昭嘉、中野守成、自石

明、大竹直 )

カ トマンズより空路ジュラムヘ。 3月 29日 ジュ

ラム発。 フリコットか らパニパールタ・ コーラに

入り4月 7日 、 4,200れ に B・ C建設。パンパー

ル・ コーフ・C)4,400れ |こ Cl、  4,900′ηに C2ヽ 5,400

れに C3｀ 5,600れ にC4と のばし、4月 27日 、中野、

自石の 2隊員とシェルパのアヌーが C4か らビジョ

ラ・ ヒウンチュリ(6,386れ )に 初登頂。 4月 28

日にも隊長、伊藤、桜田、大竹の 3隊員が登頂し

た。 29日 、 BoCに帰着。 23日 、ポカラ着。
<参考文献>「岩と雪」42号  54.4(抄録 )

<1975>月 稜ヒマラヤ登山隊 (滝日明0、 小林
進二、矢沢義秋、高頭清次、多々良修一、萩野正

昭、伊達実 )

9月 22日 ジュムラ発。ルカ・ コーラ源頭 3,900

mに B・ C建設。のちに 4,200れに B・ Cを変更。
10月 13日 、 4,530れ |こ Cl、 23日には 5,770れ にCぃ

31日 に、 5,900れに C4を建設。11月 4日 、 6,300

“
のC5予定地にむかった 2パーティのうち高頭隊

員が雪が崩れたためジャク ド・ コーラに転落死亡。

登山は中止され、11月 16日、 BOCを撤収した。
<参考文献>「岩と雪」49号  526

4



ヒマラヤ学入門 その 44

スタン′ :こ
´
つい て

パキスタン航空は 1953年 国営航空会社として

設立された。カラチ・ ロンドン間に国際線を開設

して以来、現在では、国内、国際線を含めて32カ

国、53都市に路線を拡張している。当初、国内線

を主体にしていたものの 1972年以後は国際線に

力を入れるようになった。保有数はDC-10(3
機 )、 B707(6機 )、 B720(6機 )、 F-27
(8機 )である。 1976年 5月 より、B747(2
機 )を導入し、更にDC-10(1機 )が 8月 より
就行予定となっている。従業員数 14,352人 。特

に航空機整備技術・ 施設などは中近東、南西アジ

ア地区の航空会社中、随一を誇り、他社への技術

・施設供与も行なわれている。現在、イラク航空

エア●マルタ、リビア・ アラブ航空に対して経営

管理、テクニカル・ ノーハウ、各種訓練面で援助

を行なっている。過去、 5年間に、パキスタン航
空が訓練 した航空関係者は20カ 国、 1,500名 に達

している。

日本乗入れは、 1969年 11月 1日 南廻り便を週
2便開設したのに続き、 1975年 2月 より更に北
京経由を 2便、増便し週 4便 となった。中国乗入

れは 1964年 5月 で、これは共産圏の航空会社を

除いては最初であった。東京発、北京・ ラフルピ

ンジ経由カラチ行は月下に壮大なヒンゾークシュ

や、カラコラム山脈を望むことができるのも楽 し

みの一つである。また、ラフルピンジよりはチ ト

ラル、ギルギッド、スカルドに国内の定期便が運

行され、特に北部山岳地帯には軍用機 C-130を
運行 して貨物輸送、悪天候に対処 している。なお、

パイロットは全部パキスタン人で東京便開設以来、

日本人スチュワーデスも塔乗している。

設立 :1953年

本社所在地 :PIA BLDG,KARACHI AIRPORT,

KARACHI,PAKISTAN  

東京本社 :東京都千代田区有楽町 1-10-1

日本・ 韓国地区総支配人=MUSTAFA Kハ伍L

登山隊係 :藤 川 厚 生

大阪営業所 :大阪市北区梅田町 8 西阪神 ビル

空港事務所 :東京都大田区羽田空港 2～ 4～ 3

ヒマラヤ方面へのフライ トは、

①東京―マニラーバンロックーカラチ

②東京 ―上海―北京―ペシャワールーカラチ

の2つ のコースがそれぞれ週 2便あります。時刻

はときどき変更になりますので、上記へお問合せ

下さい。

MI Sonam Norboo Spurkapa 8月 8日ラダック

私はラダックのレーに住む日本語の話せるラダ

ック人です。 レーを訪れていたHAJの 会員の方
より、貝今を紹介してもらいました。今年から私

はレーで旅行会社を開くことにしました。日本語

が分りますので便利と思います。せいぜいご利用

下さい。住所は下記の通りです。

Nono Travel Agents,Lch, Ladakh

上田竹三 様  名古屋    8月 26日
8月 初旬よリスイスの山を撮影に出かけ 2週間

ほど滞在 しました。ユングフラウ・ ヨッホをゆっ

くり歩いて見たかったです。

読者だより

安藤昌宣 様  東京     8月 25■
(六峰山岳会ハラムク登山隊々長 )
ハラムク峰登山につきましてはいろいろとお手

数をお掛けしました。ハラムク峰エレン・ ルート

上部は発達したクンバスに悩まされ、また、雷と

霧にたたかれ、膝を抱えたまま一睡もできなかっ

たビバークの夜もありましたが、 8月 15日、 6名

が登頂しました。そして、無事、帰国しました。

川田 寛 様  高知県南国市  9月 1日
Expedition lは発行されたで しょうか。ぜひ

1部お分け下さい。 (52年 3月 頃には発行予定で

す。発行 しましたら、「 ヒマラヤ」で PRします。
ⅡAJ)

らカヤラマヒヽ′
、レ

．

・
ヽカ本一日
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HAJ 1976ア フガニスタン登山隊帰国
去 る8月 30日 、全員無事帰国しました。ご協力を感謝 します。以下は行動概要 と りです。

6月

7月

28

29

!

2

|

9

10

1

12

!

16

日 羽田発 12:45(パ キスタン国際航空機 )
日 北京経由、ラワンピンディ着
自動車にてベンャワールヘ、デポ装備受取り

ロ バスにて力4パー峠越え、 カプールヘ
カプールにて手続、食糧買付
日
日 自動車にて
カプーフレーーーナラン峠―一―クンドゥゾーーーファィザバ
ード

寺村 重―

)へ移軋
5,480れ )などに登頂 (第 2 村上 秀三

有田  豊
隊 長 松舘 正義

馬にてキャラバン、ムンジャン谷ヘ

登山・踏査活動
ムンジャン川第 2の谷で登LIも コ~イ 。プラ (1360れ
に初登頂 (第 1回登山活動 )。

18日

21日

2

26日

27日
日

　

日

日

　

日

日

　

日

日

日

１

１

９

１０

‐

２ ‐

２ ２

　

２６

２ ９

３ ０

月

第 6の 谷 (デ ィアンピー谷
ディアンピー谷の無名峰 (
回登山活動 ).松田 要悦 村山 延久

肇隊長 馬にてキャラバン、プルン峠を越えアラカ ドリカンディ
ーーーアサダパードーーージャララバード

カプーフレ帰着・帰国準備
働ψ奏員バーミャン、

バンデアミープレヘ

カプール‐―――ベンャワノレーーラフフレビンディヘ

ラフルピンディから北京へ

羽田帰着
林  清剛
医 師佐藤

渫  仄 脇田  治

躾§I HAJア フガニスタン登山隊現地便 り (その 3)

カブール 出発

7月 27日  ムンジャン川第 2谷 ベース・キャン
プにて。

ワハン入域が不許可になり、現地にて全隊員と

計画変更を練 り、概要、次のような予定を立てて

7月 10日 カブールを出発 しました。

現地変更のため、他の 6,0∞
“
クラスは山域資料

の手持ち資料からは断念。 5,000″ クラスにする

こと。準備した物資の量と期間から2カ 所で登山

活動が可能であること、日本隊ができるだけ入域

していない地域、ということでヌーリスタン地域

を選び、北から南へぬけ出るコースをとることで

意見が一致 しました。

7月 上旬インドのガンディ首相のカブール訪間

で官庁関係が多忙で、申請が数日遅れましたが、

7月 7日 手続きを完了。 7月 8日 、現地食糧等の

買出し。 7月 9日 は夜半までパッキングに追われ

ました。

7月 10日

待望のカブール出発となりました。 トヨタのダ
イナをチャーターし、クンゾーツまで快適な ドラ

イブ。スピンザ 0ホ テルに投宿。夕食はガーデン

・ パーティとなって日本では経験できない食事形

式で隊員一同元気でした。

7月 11日

ファイザーバー ドヘの道が橋がこわれていると

いうことでクンヅーツから北上。アルチというア

ム・ ダリアのソ連領を対岸にながめる地点まで砂

漠を ドライブ。すさまじい経験です。 30bの 距離

を 3時間かかったと書けば、ご理解いただけるで

しょうか。 ようやくのおもいでタロカン着。スピ

ンザ・ ホ テル・ タロカンに投宿。宿帳には数

日前、投宿 したブルガリアのノシヤンク隊がここ

で車をかえて出発 したことが記されていました。

7月 12日

6

Ｆ
隣
際
」
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我々もトヨタ・ ダイナを解約して、ソ連製中型

四輪駆動 トラックにかえてファイザーバードヘ出

発。このあたりの ドライプの様子はあまりこれま

での報告書に書かれていないのですが、アフガン

の主要道とはいえ登り下りがはげしく悪路で激流

の断崖あり、えんえんと続く八峰のような岩山の

ながめもあったりで、荷台の隊員もふりそそぐ太

陽に対しても大奮闘でした。ファイザーバードで

はホテル・バダクシャンに投宿。ブルガリア隊も

ここにまだ投宿中で、交流を深めました。

通訳 な しのキ ャラバ ン

7月 13日

チェ ツク・ オフィスに出頭。旅行許可書を持 っ

て行くと、カプールから同伴 した通訳のナスルラ

氏 (ジ ャララバー ドの看護学校学生カプール在住)

をつれていってはならぬ。こちらで指名する通訳

をつれていけということになり、半日もめたが、

ナスルラ氏を解約。かつ、我々だけが出発 してよ

ろしいということにな りま した。おそらく日本隊:

に とって通訳なしで活動するのははじめてのケー

スと思います。

同日は出発できず、ファイザーバー ド泊。

7月 14日

今日はゼバ ックヘ出る。増水で道の消 えた河川

をソ連製 トラックはバンパーを水にもぐらせても

金ぎォンク

ンロう A 7-U z, y.J,1t+

前進。ゼバ ックではすばらしいところでキャンプ。

7月 15日

ゼバ ックにて馬の手配で滞在。 1頭 1日 200ア
フで交渉成立。これは相場より大変安い値段でし

た。通訳なしでどんどん話をつけていくことは非

常に面白く、かつ有意義なことに思えます。

7月 16日

本格的キャラバ ン開始。馬、 9頭で出発。 ここ

で兵± 2人が護衛とチェ ックのために我々の隊に

つけ られました。途中、チェ ック・ オフィスの士

官 (コ マンダー )に出会い午後はかなり出発がお

くれましたが、途中の河川、サングリッチ川の幅

約 1,000れ の大渡渉は馬 1頭に隊員 2名がの り壮

観で した。

ゼバ ックの大出合いを見おろす高台で泊。

7月 17日

エスコタールヘ半 日で着。ここで馬をとりかえ

させ られました。半 日の活動だから、半 日分を支

払 うということで交渉成立。こんなこともアフガ

ンでは初めてと思います。通訳な しで成立 したの

で、みんな顔がほころびっぱなしでした。

7月 18日

バ ンダールというドラー・ パスヘの分岐の国境

守備隊の施設のあるところで泊。

7月 19日

出発のとき馬方ともめましたが、兵士の活躍で

出発。サ ングリッチでエスコタールの馬は追いか

、サフ,ムキ

ゝ

11ゝ

■
ヤ

7

キ ャ ラ バ ン 図
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えされ (こ こでも半日支

払いが成立 )、 峠 はエス

コタールで合わせた高度

計で 4,170れ で した。こ

の辺は先年のRCC隊 が
ベース・ キャンプをおい

たところです。 コーイ・

バ ンダカ~の 東面がすさ

まじい姿でみえました。

峰を西ヘムンジャン川を

下 り、第 2谷の出合で泊

(3,900れ )。

コーイ・ ブラ (砂

糖の山 )初登頂

第 2谷 概 念 図

tr.′ ッヾクヘ

72考 %

サング・グッチユ十

ソ,+ttl ■

T

オ1ろ マ七叡 爵

か
｀
見)う

′

/
ヽコーズ.
＼′rレタリ_
ォ`・22■
ム

ン

「ノ

ノシャリク
がつ/ギ

ン

lll

毛

じ r- (. A>r+>
7月 20日

休養 日として蝶採集グ

ループは再び峠の上へ出

かけました。          、  ^.
7月 21日          

ンヨヨンヘ

第 1回の登山活動山域

として、この第 2谷をつ

めてベース・キャンプ(B,C)を 建設すること
にして、兵士に伝えると、谷は馬があがらないと

いうことでもめましたが松田、松舘、村山の 3人

の相談でショロンヘ南下する、と、もちかけて出

発。あっというまに馬方をしり目に渡渉。どんど

ん谷に入り、馬方もあっけにとられてついてきま

した。ガラ場をよくぞあがってくれたと思います。

4350昴地点にベース。キャンプを設置。やっと我

々だけのキャンプとなりました。この谷はまだ登

山隊は入っていないと思います。正面につきあげ

る雪のついた山は 4つの頂上が確認できます。左

右のピーク、 2つをねらうことにしました。

7月 22日

松田、松舘、村山、佐藤の登攀隊員 4名 とカメ

ラマン村上の 5人で第 1キ ャンプ (Cl)建 設
(4,800″3)

7月 23日

右の無名峰にアタック。雪面をつめて左肩に出

て稜線通しで 5,360れ の ピークに全員登頂。コー

イ・ プラと仮称しました。初登頂だと思います。

ブラは現地語で砂糖のこと。真白い雪をつけた山

夕多0"
フ色F

なのでこう命名しました。頂上から南、そして東

にかけてヌーリスタンの出群が堂々と望見できま

した。ここはヒンズークシュの大展望台といえま

す。

7月 24日    休養日
7月 25日

左のピークめざして松田、松舘、村山、村上の

4名がアタック。コーイムンジャン主峰 (5,530

れ )。 北峰 (5,400“ )を踏んで下山。 RCC隊
のものと思われるロック●ハーケン1本、アイス

・ ハーケン1本 を回収しました。翌、7月 26日 は

休養日としました。

7月 27日

第 1回の登山活動を終えて B・ Cへ下山。すで

にキャラバン開始の馬方もあがってきています。

乱筆になりましたがまた通信します。

なお、キャンプなどの高度は持参した高度計の

平均ですので実際とは若干の差異が生じているものと

思います。また、ムンジャン主峰、北峰はRCC隊の

簡単な報告書から推定したもので、もしかしたら

主峰が北峰なのかも知れません。 (佐藤 優記 )

4“
夕

“

ク
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４
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隆§IHAJア フガニスタン登山隊現地便 り (その 4)
8月 9日 グライ・ デ イアンピー谷 B・ Cに て

ディアンピー谷へ入る

アフガンではキャラバンに出てしまうと通信方

法がなく、現地便 りが遅れていることをおわび し

ます。今、ムンジャン川のサ ングリッチ峠からか

ぞえて 6つ 目の谷 (デ イアンピー谷 )の 上流の B

Cにいます。明日 (8月 10日 )か ら最後のキャラ
バンが始まります。

7月 28日

第 2の谷の B・ Cを引 き払 って下山。バンダカ
ーの方から出ている谷の増水で第 2の谷出合を少

ばか り下ったところで泊。

7月 29日

減水 した河川を渡り第 3の谷出合をみながらマ

グナウルフヘ。ここから河川ぞいに下ってショロ

ン手前の第 4の谷に入るつもりでいましたが、河

が深く、馬が行けない と馬方にいわれました。兵

士もアラカ ドリでチェ ックを受けねばならぬとい

うことで、アグナウルフか

れも登 って広大な台地上に

ルカ泊。
1

7月 30日

アラカドリに下山。

7月 31日

早朝、コマンダーのと

ころでチェ ック。シ ョロ

ンヘ出て泊。 ショロンは

緑と水の豊富なこのあた

りの中心地で村の中の木

立の涼しい所にキャンプ。

スイスヘの若い夫婦が

我々より遅れてゼバ ック

経由で来ていましたが、

人類学の研究だそうで2カ

月の滞在をするとかいっ

ていました。村人から買

ったアイベックスの肉、

玉子、魚のフライなどで

くつろいだ夜になりまし

た。ゼバックからきた優

秀な兵士はここで帰り、

7>7vv-p 
^

第 2の 谷 か ら
デ ィアンピー谷ヘ

新たに別な兵± 2人がつきました。

8月 1日

ム ンジャン川の第 6の谷、ディアンピー谷をつ

めてエ ンドモレー ン下の標高 3,8∞ れの地点にB・

Cを設置。

8月 2日

ポーター 4人 と松田、松舘、村山、佐藤の 4人

が Cl建設、氷河湖のある 4,800れ 地点 では、ポー

ターは弱音をはくしまつで下山させる。

8月 3日

合計、 150時の荷を前記 4人で荷上げ。谷のつ
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めで苦労 しましたが内院氷河 下の 5,050れ 地 点の

素晴 しいところに C2建設Эここは C2からみて左氷

河と右氷河とにわかれ、内院 をつくっています。

コーイ・ ディアンビーが (推定 5,800位 )頭 上高

くつきあげています。翌、 8月 4日 は休養 した。

氷 壁 を登 る

8月 5日

松田、松舘、村山の 3人は右氷河をつめ氷壁直

下に行きルートエ作。ピークにつきあげる最短距

離を登攀するも落石とクレパスにはばまれて、い

ったん氷河上におり右側から登りなおす。氷壁の

ケロン
0

>aa>6,o8oa)

4分の 1位で今日は時間切れ。スクリュー・ ハー

ケンの不足を感 じる。佐藤は左氷河を探訪、内院

の どんづま り、標高 5,250″ 地 点まで行 って引き

かえす。テーブル・ ス トーンが無数にあ り、氷河

湖も 5つ ほど大小、水の色もちが う美 しいのがあ

った。

8月 6日

-5.5℃ (6時 )、 ぐんと冷えて秋の気配がこ

くなってきた。松田、松舘、村山の 3人は再びル

ー トエ作に出て高度を上げたが、意外に手ごわく、

氷河を 3分の 2登 った地点で帰幕。何 といっても

フィックス 。ロープが不足だ。 (も ちろんスクリ

ュー用のピ トンが有効でないとか )

8月 7日

隊員の疲れのため休養。寿司などをつくってく

つろぐ。

8月 8日

今日こそはと思うが全天にまばらに雲が出てい

る。 (正午すぎには全天雲、雪さえパラつく)出

発 した松田、松舘、村山のうち松舘、村山の 2人

は 5,500れ まで登 るも頂上には暗雲がとりつき、

ヒンズークシュではめずらしいほ どの悪天になっ

てきたので断念 し、下山する。準備 している装備

では登攀不可と決定、本 日で活動を断念、 しかし、

心ゆくまで活動 したといえる。

松田はコーイモンディ方向の谷の調査のため、

氷壁途中より左岸尾根に登 り、高度計 5,480れ の

ピークをふむ。激 しい風雪のため、視界はきかず、

充分な偵察はできず、氷

壁を試登 した 2人 と同時

に下山。

8月 9日

B,Cへ 下山。全員そ
ろいにぎやかな楽しい会

食日となった。 (佐藤 記 )
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L……… 報告会・ 予告」

52年 1月 21日 、18時 30分

於 :名 古屋駅前、毎日ビ

ル 7階・ インド航空

52年 1月 28日 、18時30分

於 :HAJ東 京事務所
いずれも入場無料
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7T HAJア フガニスタン登山隊現地便 り (その 5)
8月 23日 カブールにて

8月 22日

カブールに帰着 しました。ホテルに入る前に日

本大使館へ寄 り、沖留守事務局長からの通信を落

手 しました。「 ヒマラヤ」最近号もとどいていて

嬉 しいことで した。

全隊員長期にわたるキャラバンに耐えて、たい

した大病人もなくカブールに帰着できたことを喜

んでいます。また完全に北から南へぬけたキャラ

バ ンも多大の成果と思います。

通訳もつれず、現地交渉もまあまあで、アフガ

ンの旅を可能ならしめたことも今までにないこと

と思います。帰国 して再び しっかりしたまとめを

したいと思っています。いろいろ御心配をおかけ

致 しました。ありがとうございま した。

帰 路 の キ ャラバ ン

8月 10日

最後のキャラバ ンを開始。ディアンビー谷の B・

Cを引き払 ってショロンに下山。

8月 11日

今日はショロンからシャンディーヘ。馬不足で

ロバを使い、さらにポーターに荷をかつがせまし

た。ムンジャンの広々とした平坦な緑地の多いゆ

ったりとしたキャラバンになりました。この日、

小牛を 1頭入手 して (2,700ア フ)豪決な肉食パ ー

ティになりました。

8月 12日

シャンディからナワヘ。ナワは 6年前の大分隊
の記録 9戸の村から今では12戸の村になっていま

した。 ショロンの荷夫達はここで 全員帰 って し

まいました。兵± 2人 も明日は帰 るといい、馬
は10頭 いるといって我 々を喜ばせました。

8月 13日

昨日の話とは違 って今日は、馬は数頭 しかみあ

た らずナワの住人達も若者達が集まって くるもの

の、荷が重い、馬はいないとかケチをつけるだけ

でいっこうに出発できず、停滞 と決定。一同洗濯

や整理で終日、休養 しました。

8月 14日

早朝から出発の用意をしたヵ昼 頃になっても出

発できる状態ではなく、この日も、今、出発か、

もう出発かと待ちくたびれているうちに暮れてナ

ワの評価ははかばか しくなく皆ブウブウいいなが

ら 1日 がくれました。

8月 15日

ナフの荷夫達が出発する気になってキャラバ ン

再開。それでもさんざんもめて出発。峠の方は暗

雲がたちこめ、ナワの住人の人相もあまりよくな

いこともあり、前途多難を思わせる出発で した。

結局、馬は 2頭のみ、あとは荷夫でスタート。

この峠のことですがナワからす ぐ谷に分岐する道

はプルン峠で本流をさかのぼるのは ウェラン峠で

あって、今までの記録はこれを混同 しているよう

です。 コーイ 0モ ンディヘ入った1965年 の大分隊

デ
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ー
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はプルン峠をウェラン峠といっているようです。

プルンの峠は明るく広けた谷でかつ長大な谷です。

峠越えは 3日 かかりました。この日は夏村の放牧

地で一泊。途中のせきとめられた小湖ではナワの

荷夫が面白い程に針金で鱒をつり上げていました。

ア フガ ン荷夫 の心意気

8月 16日

朝は素晴しい快晴でしたが峠の手前で雲が湧立

ち峠の手前 (4,450,"也点 )ではアフガンでは本当

にめずらしい雨となりました。荷夫の 1人が不調

で時間が早かったのですが幕営としました。

ナワのポーターの評価は出発時ははかばかしく

なかったのですが、いざ出発のあとは強く、小休

もほんの 2～ 31%|ぐんぐんとばしてくれる。隊員

がのんびりしていようものならブルブル (出 よう、

行こうの意 )と せかされて、評価はかわりました。

8月 17日

プル ン峠を越えました。氷河湖

が峠上にあり、峠の上は寒いくら

いです。高度計は 4,880れ をさし

ていました。

峠の南はガクンと下ってす ぐ下

に氷河湖が 1つあり、エスティが

はるか下に緑をみせていま した。

今日はエスティ泊 というのをぐん

ぐん とば してパル ンまで下って幕

営。 ヌーリスタンの谷は森林が多

く、緑もぐんとふえ、湿気もかな

りあ ります。この 日夕刻より雲が

湧き立ち、夜、雷鳴と降雨でテン

トはすっかりぬれ、シュラーフも

日本の山でよくあるよう′にびしょ

びしょにぬれてしまいました。

8月 18日

プル ンからブツキまでのキャラ

バ ンは午前中で終 ってしまい、も

っと前進 したかったのですが、ナ

ワの荷夫達はここからかえるとい

い出 し、キャラバ ンを止められて

しまい、幕営。午後ットツトと雨

になりました。明日からの荷夫の

こともはっきりせずその日はくれ

ま した。

8月 19日

プツキの住人は我 の々ことなど関係なし、とい

ったょうでしたが、運よく村にいた下流のアラカ

ドリカンディの住人の旅人が荷をかついでくれる

ことになりました。しかし、 7人 しかおらず、ナ

ワからついてきた青年もかつぐというがどうもナ

ワでの印象がよくない し、また、かつがせよ

うにもふっかけてくるので、隊長みずからキスリ

ングをかつぎ出発。こんなこともアフガンではま

ずないことでしょう。

アラカドリカンディの人は重荷でもどんどんと

ばし、サブザックの佐藤が同伴できるのみ。距離

ものばしてくれるが、キスリングの隊員は遅れに

おくれ、幕営地についてから出迎えに出てもらう。

荷夫たちも、皆、文句もいわず心地よく引きかえ

し、迎えに行ってくれたことはアフガン人への評

価がかわったかにさえ思えました。最後の隊員が

着いたのはすっかりくれた20時 5分でした。

,
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その夜は荷夫もまじえ、楽 しい、 疲 れ もふ っ
とぶほどの、 日本 ●アフガンのあたたかい交流の

夜 となりました。

8月 20日

すっか り、荷夫に信頼 をよせ、カランガンとい

う地までとば しました。キャラバン最後の夜、 3

時間もかけてにわとりを4羽 も買ってきた りして

くれて遅くまでみんなでたき火を囲みました。

8月 21日

車の出る、アラカ ドリカンディヘ昼すぎ到着。

土地の名士の内庭に案内され受皿つきのチャイ、

スープ、焼きたてのノンの午食を受けて、うまい

具合に トラックをつかまえ星空の素晴 しい夜のと

ば りの中をアサダバー ドヘ出る。23時30分 コナー

カプー ル 帰 着 のあ と

8月 24・ 25日

佐藤、村上の 2隊員はバーミャン・ バンディア

ミールヘ行ってきました。残る隊員は装備の整埋、

パ ソキングにすごし、また、土産ものなどを求め

ました。

8月 26日

カブールからベシャワールヘ。 アフガン・ ポス

ト・ バスでカイバー峠越え。税関では隊長が “詐

欺師 (?)"的 な手腕をみせ、アフガンの出国も、
パキスタン入国も、一個の荷のオープンもありま

せんでした。

ペシャワールではディンズ・ ホテル投宿。あま

り心地良いホテルなので 2泊 して身体を休めま し

た。あるものは市内へ、あるものは博物館へ、ある

ものは買物
へ、あるものは睡眠と、それぞれおも

いぉもいにすごしました。 PIA(パキスタン航空 )
のチェックはここで済ませました。

8月 28日

ペシャワールからラフルピンディヘ。ペシャワ

ールのディンズ・ ホテルとチェーンになっている

フラッシュマンズ・ ホテルに投宿。

8月 29日

朝 8時空港へ行き、フライ ト・ スケジュールの

変更を知 らされ (理由は明確でない。のち、市内
の PIAオ フィスでの説明では中国の地震が理由だ

った由 )12時間ホテルで待機。この費用は隊長の

名渉外でPh持 ちとなりました。
9時空港へ。隊荷は トータルで50“ オーバーで

したが、ここでも隊長の見ごとな対話 (?)で超
加料未納で0嶋 予定の10時

“
分がきても機内に入

れず、11時になってやっと機内へ。

しかし、席は自由で、エコノミーはほとんどふ

さがっており、最後までついてまわった“つき "

はとうとう4名の隊員 (隊長、村上、寺林、佐藤)

はファーストクラスの席へ案内され、思ってもみ

ない豪華な夜間飛行となりました。

8月 ∞日

北京は小 1時『日]の小休、それでも往路で要領を

知っている隊員は、さっとターミナルで両替、タ

バコ、マォタイ酒などを買いこみました。羽田ヘ

は14時、小雨の中を着陸。税関は他のルートの帰

国者なども混えて大変な混雑で、 1時『日]～ 1時間
半かかりましたが、15時 30分、通関を終え、出口

で一同そろって解散しました。

(佐藤 優記 )

お礼 とごあい さつ

この隊の派遣に際しましては多くの関係各位の

ご協力を賜わりました。心からお礼申し上げます。

登山行動その他は、この現地便 りで報告した通り

でございます。長い間のご支援に対して重ねてお

礼申し上げます。

会長 柴田金之助、留守事務局 沖允人
隊長 有田豊 他 アフガニスタン登山隊一同

ル・ ホテルの真暗な部屋に入る。

8月 22日

ほこりにまみれてジャララバー ドヘ トラックで。

そこか らベンツのバスの22人乗 りをチャーター。
ハイウェイをカプールヘ快適に ドライブしてアリ

アナ・ ホテルに入 りました。

8月 23日  装備の整理
8月 26日  カブールを発 ち、ペシャワールヘ。
8月 27日  ペシャワールからラワル ピンディヘ。
8月 29日

ラフル ピンディからPIA,PK752便 で北京へ。
機内で 1泊。

8月 30日 午後羽田着で帰国。
(佐藤 優記 )

炒 HAJア フガニスタン登山隊現地便 り (その 6)｀
(最終 )

ロ
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4度 目のネパール

50.10.20^‐ 11.30

藤 江 幾太郎
昨年 4度 目のネパール訪間をしました。バンコ

クに 1泊、 ローヤルネパール機で一気にカトマン

ズに向いました。近付くヒマラヤの連峯は毎度の

ことながら素晴らしいなどというも愚か、形容に

絶する美しさで、しばし、機の窓に息をのむ思い

でした。これは私だけではありません。感激の裡

に トリブバン空港に降り立ち、同乗のエーデルワ

イス・ クラブの方々と共に先づはランジャンのエ

クスプレスハウスヘ。ここで トレッキングの準備

です。

世話をして貰ったシェルパはパサンプター、タ

ーメ生。35才。小柄で回数は少ないが誠実そうな

男。一緒にアサンヘ、行動中の食糧、炊事道具な

どの買出しに出掛けた。テント、シュラフはラン

ジャン方より借入。

ポカラでポーター3名 傭入れ、パサンと5名 で愈

々山奥に向ってポカラを後にしました。途中欧米

人の団体と前後 したり、現地人の巡礼達、ムスタ

ンからの旅行者と出合ったりしながら、バッティ、

カーレ、 ビレタンテと緩くり写生 しながら7自 を重
ね、キルティル ドウンガでは腹調不具合で一日滞

留 したあと、一気にゴラパニヘとラリグラス (し

ゃくなげ )の樹林をわけ登りました。

その夜はひどく冷え込み時々目を醒ましました。

翌暁、猛烈な下痢で、足元がふらふらし、日が無

暗に乾いて、脱水症状を起しては、この山奥で助

らないとの焦燥と不安に襲われました。天祐か、

近くに幕営中の日本人パーティがおり、ドクター

から薬品の親切なアドバイスを頂き、やっと落着

きを得ました。も早ダウラギリ主峯の写生どころ

ではなく(そ こからすぐ上なのですが )スロ何に大

事に至らぬようにポカラヘ帰着するかです。結局、

この隊と前後 しながら、ウレリ、チャンドラコッ

ト、ノーダラと往路を戻り、ポカラに戻りました。

ポカラでは旧知のAPセルチャン宅 (川喜田二郎

著「 ネパール王国探険記」に出てくる=カ ッパブ

ックス )に十数日逗留、静養芳 写々生しましたが、

充分、回復せずカトマンズヘ戻りました。ここで

は藤原レイコさん経営の新設コテージ・ オーロラ

に十数 日世話になりました。お粥に梅干 しからや

り直 して胃腸の回復を計 りながらカ トマンズ市内

や近郊を写生 して廻りました。ニューデ リーに入

院加療中だった IMセルチャン氏の全快帰宅を知ら

せて くれたのは前記ポカラのセルチャン氏の息子

ビカール君。一緒に同家を訪れ、回復 を祝いまし

た。     (山 の画展・ バンフレットより )

ネパール理事・ ランジャン氏来日

地Чのネパール理事 。ランジャン氏が去る 8月

5日 から26日 まで米国された。短い期『日]であつた

ため、多くの会員に逢っていただく機会はなかっ

たが、下記のように各地で集会などを開催した。

山形県長井市 の集会

8月 14日 ～15日 長井市で東京から同行された高

橋照氏も加わり、30名が集まった。ネパールの最

新情報が提供され、有意議な集会であった。特に

登山規則、出入国規則が変更されたこともあり、

話題はこれらの点に集中した。

InJ長井グループの方々には大変お世話になり

ました。厚くお礼申し上げます。   (稲 田 )

名百屋集会

柴田会長をはじめ10名ほどが日本料理を食べな

がらネパールの想い出話や、これからの地Чのネ

パールでの活動などを話しあった。今年の年末年

始はカトマンズのホテル、国内のフライ ト、シェ

ルバともかなり混雑する予想で、早目に日程を決

めて予約をおこなわないと、予定通 りに行動でき

ないことになりそうです。 ヒマラヤ・ ツアーに関

しては地Ч東京事務所にお問合せ下さい。 (沖 )

(: =. =z-7)
イ ン ド・ ヒマ ラヤ登 山手続 費値上げ

従来、 1,000 Rsだ ったのが、 1977年 1月 1日

以降の隊は 2,000 Rsに 値上げされた。また、隊荷

の輸入は、消費するものそうでないものに分けた

リストを5部 IMFへ送り、インド政府の許可な
どを入手できるよう筒易化された。
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器 ヒマラヤに関する質問と 仏=Fコ 鶏ロ

く間> 飛行機に乗り遅れたらどうなりますか。
く答> 予約の再確認をし、0●こなっているにも
かかわらず、事前に連絡なしに乗り遅れたら、事

情のいかんにかかわらず「 ノー シヨー チャー
ジ」という料金をとられます。したがって、遅れ

そうになったらできるだけ早目に連絡を、当日の

飛行機会社の事務所または空港カウンターにして

おくことです。

トレッキングに行っていて連絡のとれなくなる

こともありますが、その場合は、出発前に「 ○月

0日○時までに帰らなかったらキャンセルの連絡
をして下さい」とその町のホテルの人か、友人な

どにたのんでおくべきです。これはギリギリの時

間をいっておくことです。ギリギリに間に合うよ

うに帰ってくることもあるからです。

上記の連絡をとらないと原則として切符は無効

になることをお忘れなく。

そして、連絡後できるだけ早くその航空会社に

行き、事情を話して次の便を予約してもらうなど

の使宜をはかってもらうのがよいでしょう。

く問> 外国で道に迷ったとき、どうしたらよい
でしょうか。

く答> 宿泊しているホテルの住所、名前、電話
番号、部屋番号位は必ず手帳にメモしておくこと。

これをたよりにタクシーなどで帰ることができま

す。できればホテルのフロントなどでカードにで

も現地語で書いてもらっておくと便利です。英語

の通 じないこともあるからです。夜間の外出の場

合は方向を失ないがちです し、悪い人に掴まるこ

ともありますので特に注意をし、友人と複数でで

かけるなど、あらかじめ想像できる事態を考えて

おくことです。特に現地名のホテルの名前は憶え

にくいものですからくれぐれも気をつけることで

す。

<間> カバンはどんなのがよいでしょうか。
<答> ヒマラヤ旅行はカバンよりもリュックサ
ックが便利ですが、どうしてもカバンを持って行

きたい方は、まず、カギのちゃんとかかるもの、

雨が降っても中のぬれない構造のもの、ハードヶ

―スであるものが必須の条件です。メーカーによ

っては他のキーで簡単に開くものもありますので、

念のために確かめ、さらに、スキーや自転車用の

キーつきのバンドをかけておくとよいでしょう。

とにかく、カバンは ドロボーの目につきやすいこ

とを忘れないように。

<問> 携行品を要領よくつめるにはどうしたら
よいですか。

く答> 洗面具、手帳、カメラなどよく使うもの
はすぐ取 り出せるところに入れ、途中で不必要な

ものは下の方に入れるなど内部をよく整理 し、小

物袋などで区分けしておくことです。薬のビンな

どはビニールの袋やポリビンに入れかえたりして

容積を小さくするのもコツです。

シャツやくつ下などはバラバラにしてつめ物に

使 うと場所をとりません。

そして、持参品リス トはツメ切リーつまで記入

した細かいものを作っておくと便利です。特に長

い旅行になると紛失 したり、持参したかどうかを

チェックしたりするのに有用です。

く問> 現金と小切手はどのくらいの比率がよい
でしょうか。

く答> 東南アジアからインド方面では小切手は
大変使いにくいので、予備金以外は現金、それも、

米 ドルが一番有利でしょう。特に、地方を旅行さ

れる人や登山される人は、田舎では小切手はまず

使えないと考えておいてもよいくらいです。西独

マルクや日本円も使えますが大都会のみですし、

交換 レートも米 ドルより悪いのが普通です。

小切手は発行手数料が 1%ほ どかかります。た
だし、紛失したときに番号をひかえてあれば元金

を保障 してくれるという利点はあります。

河口憲海の会参会記

第11回河口慧海の会は師の記念碑のある大田区

九品仏浄真寺において 5月 30日 開催された。当日

は外語大の北村甫教授からチベット語を中心に慧

海師におよび、また、師の講義を長 く受けられた

松本常太郎氏の話を伺 つた。参会者50名、高山竜

三氏、川喜田夫人も見えた。当会より、植竹氏と

小生。なお、余興として昼食時に、小生持参のカ

トマンズ放送のテープ (ラ マ教読経、民謡等 )を

流したo次回は明年 5月 に開催予定。(藤江幾太郎
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弗斤干11・ 1日干ll

ヒマラヤ・ トレッキング

五百沢 智 也 著
山と渓谷社  4,800円

ヒマラヤトレッキングを特集した「 岩と雪」等

27号が売り切れとのことだ。いまや トレッキング

は旅行社ばかりでなく、出版社でも安定した売上

げと利益 ?を見込める企画となったらしい。

この 6月 ～ 7月 にかけても関係の単行本数点が

出版され、「 岩と雪」第50号の特別付録は トレッ

キングコース全ガイドだった。本書もそんな時流

にのっているけれど、通常の案内書と違いむしろ

「 ヒマラヤ地誌」的内容と思える。

大ヒマラヤの自然と大地、人、歴史に始まり主

テーマの トレッキング基地とコース案内が、絵と

図によって簡潔、的確に描かれている。中でも山

々を空中から斜めに見おろしたような山姿図が実

体そのもので新鮮な手法だ。これらは、地形図 (

各国発行 )と 航空写真 (多 くは著者撮影 )か ら著

者が大変な労力をかけて、たんねんに立体再製し

た力作である。この手法によく似た図としてボル

マン社 (西 ドイツ)の欧州都市図が市販中だ。両

者に共通するのは、図を眺めて感嘆、次に図を読

んで容易にその土地と人『日]生活を知ることができ

る点だ。

従来、絵にたよると不正確になりかねなかった

が、この本では写真の即物性へ絵の印象性をまじ

えて事物を再現 した。絵が確実であったためにそ

れが成功した。もしも、我々がこの方法を紀行本

や報告書に転用 してもむずかしい。本書の別の特

色は、レイアウトやカラー印刷のできぐあい、ま

た、「 年表 」などに見るごとく、活字表現でさえ

も方法によっては図のように見せてしまう手腕の

ことだ。活字出版物専門のレイアウトで扱ったら

本書は違う雰囲気にできあがったろう。

ところで他文献から図を引用するとき、本書で

は必ず出典名をつけ同時に当然のごとく著者(出

版社 )は著作権をきちんと主張、銘記した。それ

ならば現地で写真撮影された人の権利はどうだっ

たろうか。わが国内では、撮られる側のことはさ

ておき、撮った側相方 (に あたるだろう)が利益

を争っている昨今だ。

しかし、著者はあわせて「 そこに住む人も率せ

にするような旅こそ本当の旅」とのべ、その原則

は各ページに心くばりされている。もちろん、取

材時もそうであったろう。加えてタイ トルなどへ

英文をつけたことで国外の旅行 (業 )者以外に現

地の人達にとっても有用な書になった。

また、探検指向の著者は、読者が トレッキング

中に何か新しいことを発見するための手引きとし

て、本書を利用するのを望んでいるようだ。そし

てそのためのヒントを与えてくれている。かつて、

ヒマラヤ登山者達の間で地図作りが必要だとよく

提唱された時、本当は、それ以前の自然観察能力

こそまず解決せねばならなかったのだが、こうい

った面でも本書は、記載以上の世界へ、ガイドし

てくれるだろう。 (その時、参考となる著者関係

文献を以下にあげてみた )

以上いくつかの良ぃ所は反面、本書の高価格と

出版広告後から発売日までの期間を長くした。だ

がヒマラヤを知るために トレッキングが役立つこ

とは言うまでもない。本書がそのために分冊化し

値上がってもやむをえないだろう。

「 自分で工夫する山の自由研究」 五百沢智也著

著者の子供 (小、中学生)達が月山を中心に、動植

物、地形、山伏、家屋の形などを調査し報告する。

専門学をわかりやすく、かつ正確に表現 している。

ふりがなつきで本来は子供向けだ。

朝日ソノラマ社 ¥900

「 あるく みる きく」 日本観光文化研究所
五百沢氏著作の「 山形盆地」は第65号。著者の

考えられる「 旅」と相通ずるであろう編集方針の

もと、毎月発行の近畿日本ツーリス トPR誌。
東京都台東区台東 1-12-11第 2コ モダビル内

1司所。年間 Yl,500 監修、宮本常一

「 8,000m峰へのパスポー ト」「 The sky

V iew Sketch over Nepal Hinmlayas」 「 氷の山

・火の山」 いずれも「 岳人」(月刊・ 中日新聞

東京本社 )連載。 五百沢智也著。   (ひ )

第 6回東日本ヒマラヤ研究会 (宇都宮 )

報告書・予約受付中・ 〆切-11月 末日

HAJ会員に限り1人 5冊まで。予約価 1,800
円 (定価は 2,400円 )送料HAJ負担。〆切後は
会員の方でも定価+送料 (200円 )で購入してい

ただくことになりますのでご了解下さい。
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「ヒマラヤ」主要目次 第51号～第60号
ヒマラヤ・ ツアー特集号

ヒマラヤ槻町見…………… …

インド・ ヒマヤラヘ どうぞ .

ヒマラヤ・ ミニ・ ガイ ド…・

カシミールの夏………………

秘境ラダックを訪ねる旅¨̈

ダウラギリの雄姿を見る・…

アンナプルナ南面の旅……・

エペレス トのふもとへ……・

ヒマラヤの旅―質問と解答……………

WЧ ヒマラヤツアー案内………………

ヒマラヤの本・資料………・・・…………・

入会のおすすめ―みんなのヒマラヤー

大崎 正信・・・ 1-
SOクマール・・・ 51-

鈴木 康志
51-

51-

51-

51-

51-

51-

:・ :・コ諄・52:号 :。 :・ |・ :・ :・ :・ |・ :。 :・ 5・1.・三ぎ::・1・ :・ |・

1975年日印合同カシミール●ヒマラヤ遠征隊

遠征実施にいたるまで ,―・………………………………………….事務局長 稲田 定重・・・52- 1
概要報告(1)主 として先発隊の行動……………………………… 隊長   西郡 光昭・…52- 2
概要報告(2)山森副隊長のヌン・ クン通信から・本隊行動記録…………・山森 欣一・…52- 6
NUN(7,1354)ア タック記……………………・・二.………………………...保坂 昭憲・・・52-10
1975年 HAAJガルワール・ ヒマラヤ遠征隊
遠征実施にいたるまで…………………・ ∴̈………………………….副隊長 稲田 定重・・・2-12
P.6992、 Ca. 7,0∞ (P.6911)、 BAMCIU(6303)初 登頂 (GH隊行動の概要 )

稲田 定重 ・・・52-13
P.6992(Mt.RISHI P赳遣 R〕 峰登狽記……………………………………・ 舘野 秀夫 ・…52-18
Ca.7000(P.6911、 SAF MIlい、L)初登頂 ・̈ ……………………………・ 今井 二郎 ・・・52-19
隊長 現地涌信よリー 6,992れ峰全員征服に男泣き・̈ …………隊長……・清水  澄・・・2-21
月明 りのバムチュー(6,303れ )  リエゾン●オフィサー B.P.S フングル中尉 ・・・52-22
バムチュー登項のいきさつ…………………………………….……………….清水  澄 ・・・52-23
t(ナ
イス・ ガイ "われらの リエ ゾン・ オフィサー…… .…………………….清水  澄 ・…52-24

インド・ ヒマラヤ登山の申請万法・

ヒマラヤの本・資料…………………

お礼のこと|£………………………… HAAJヒ マラヤ委員会 。遠征隊 ・・・52-24

:。 :第:う 3・号・ :51:・ 棒:・ ili・ |・ :

第 6回東日本 ヒマラヤ研究会・開催要項・

初登項の2峰に命各……………………・・̈

インド・ ヒマラヤ概説………………・……・

インドを旅 して…………………………… .

ネパール政府・ 登山規則を一部改定……

ネパール学術調査報告参会記………………

<ヒ マラヤ閑話>に )ヒ マラヤの意味・

1975年 HAAJイ ンドヒマラヤ遠征特集号

沖  允人 ・
保坂 昭憲・

…・51-10

・・・・51-16

-・ 51-13

・・・・51- 14

・ 52-  5

・52- 11

・53- 1

・53- 3

・53- 3

・ 53- 5

・53- 7

・53- 7

・ 53-‐  8
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雲の上の村……………… ……………………………

イラダック小史>(1)遠征と崩壊、そして平和

写真展「 ネパールで出会った人たち」
…・…………

ヒマラヤに関する質問と解答 ………………………

ブランマ1(6,485m)登頂・帰国挨拶 ・…………

ダージリンの印象……………………二………………

パミールとコーカサスの山・オープン・…………・

新刊・ 旧刊 ……………………………………… ……

ヒマラヤの本・資料 ・………………………………・

::::第:5■号::il::

アッサム北部の山岳地帯をめぐって一東部ヒマラヤ研究会へのお誘い…

ラダックの開発  インドの月刊誌「 HI〕″LVmCA」 1975年 3月号より
NK、 GH両隊報告会開く ・……………………………………………………・

サンダクプー紀行………・………………………………………………………

<ミ ニ・ ニュース> 新ネパール大使決まる …………………………・……
ヒマラヤ学入門 (そ の38)植 物検疫について ……………………………
ヒマラヤ学入門 (その39)パ スポートの取得方法…………・……………

ドウナギリヘ遠征 (青森岳連隊 )・・………………………………………………

<ラ グック小史>(2)征服と崩壊、そして平和……………………… …̈…

ダウラ●ヒマールの旅  197412.～ 1975.1・ …………・・…………………・

Expediti∞ グループ研究会一体質改善、遠征の方向などを決定 ……

AFGANISTAN2蔽 1行 メモ ・―・・・̈・̈・・……・‐・・・・・・・・・…・・・・・・…・・…・・・・・・・・・・

ザスカールヘの夢 (続 )・……………………………………・・…………………
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第 6回東日本ヒマラヤ研究会 (開催要動 ………………・……

総会報告 ……………………・・ …………………・…・・…・・・・・…

ヒマラヤとシルクロード大作戦―創立15周年記念事業計画―

HAJヒ マラヤ集会……・ …………・………………………… ………

地Ч アフガニスタン登山隊 1976… ………………………………・

くインドの北辺境> く 1> スカル ドウからレーヘ……・…

<ヒ マラヤ閑話>(5)ヒ マラヤの商人たち…・……………………

クンプの旅 (ネ パール )1975年 ・・…・……… …………………

ヒマラヤに関する質問と解答 …………………………………………

ヒマラヤ学入門 (その40)英語の学び方 (練習 )・……………・

く誌者だより> 日本からヒマラヤから・………………………

新刊・旧刊 ………………………・・…・……………・・……………

第 :5:61量

HAJ秋のヒマラヤ集会の案内……………………………・・………
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山倉 洋一
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ヒマラヤの旅はヒマラヤのヨロズ屋ヘ
トレッキングからエクスペデイション

まで全て引 き受けます。

装 備 貸 出 ・ シ ェ ル パ 斡 旋 。 現 地 食 料 調 達
国 内 外 輸送 手 配 。別送 貨 物 通 関・ ヒマ ラヤ情 報 … …

EXPRESS TREKKING(P)LTD.
EXPRESS HOUSE
NAXAL BHAGABATI BAHAL
P.0.BOX339 KATHM ANDU NEPAL

狸E曜, GREATREK・ KATHMANDU TEL. 13017
カ トマンス・の宿ツ白は EXPRESS HOUSE
をご利用ください。

家庭的なムー ドで宿泊代 も安 く気軽に泊れる宿です。
特に日本のお客様には大浴場が好評です。自炊もでき
ます。  宿泊代==1泊朝食付30R Sか ら

※長期滞在者はご相談に応 じます。

日 本 語 で お 問 い 合 せ く だ さ い

インド大陸、中近東方面へ当社独自のプランをいたしております

ッアー名

★ シル クロー ド 6,000キ ロ

★ ネパール とアフガニス タン

上砂漠の国 アフガニスタンと最ス
後の桃源境 フンザ

★大 ペルシ ャとアフガニスタン

―
お問い合わせは下記まで

一

G朱) トラ ベ ル 日 本
〒100 東京都千代田区有楽町 2-2-l
ラクチョウビル55`"電話 (03)572-1461
担  当

―

外池・ 永瀬 ‐月候・ 小島

海外登山, トレッキングに傷害保険を
海外旅行傷害保険 (運動危険担保特約付 )について研究 しておりま

タケ

岳   産  業 にご相談して下 さい。′

あなたの所得 を補償する保険 をご存 じですか ?(所得補償保険 )
●所得補償 !～ 5年,傷害特約60～ 120倍 までいろいろあります

自動車・火災 。レジャー (山 岳保険 。国内旅行 。つ り。ゴルフ・ ヨット)。 普通傷害・利益
。生産物等の私達の生活に関連した保険を取扱っています。岳産業の西田までご連絡下さい

献(像素亀讐喜 産業
大阪市淀‖‖X西中島町 5J■ 1第 3チ サン10F6サナ 〒532
TEL 06〔 304〕 1115番
●ルスノトキ=大正海 111・・11業所 304-5774
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